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研究成果の概要（和文）：ヨーロッパにおけるジャズ受容がアメリカにおけるそれと端的に違う点は、当初より
「芸術」として受け入れられてきた点にある。時期的にこれは、政治上は第一次大戦 によって、音楽史的には
無調や未来派のノイズ音楽によって、19世紀的なヨーロッパ秩序が根底から揺さぶられ、いわばヨーロッパが政
治的にも文化的にも自信 喪失状態にあった時代にあたっていた。つまりジャズはアメリカという新たな世界ヘ
ゲモニーのシンボルであり、旧世界にとって新世界から与えられた活力剤で あると理解された。戦間期にジャ
ズに熱中した作曲家は枚挙にいとまがない。

研究成果の概要（英文）：Jazz reception in Europe differs from that in America in that it was 
understood as “Art”, not as entertainment. On 1920/30s, the epoch in which Europe lost world 
hegemony by the shock of the First World War, jazz was received in Europe as a Symbol of New World/ 
New Epoch. It was the reason why so many classic-modern composers in Europe was so enthusiastic for 
jazz at that time. 

研究分野：音楽学
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  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究は第一次大戦がヨーロッパ音楽史で
もっていた意味を探る中で生まれてきたも
のである。20世紀がアメリカの世紀であった
とすれば、そのきっかけとなったのは第一次
世界大戦である。ヨーロッパの一種の内戦が
世界に波及したこの戦争を、火元となったヨ
ーロッパは自らによって鎮火させることが
出来ず、アメリカ参戦によってようやく収拾
することが出来た。それは世界ヘゲモニーが
旧大陸から新大陸へ移ったことを告げる出
来事であった。 
 アメリカが参戦した 1917 年（ロシア革命
の年でもある）には音楽史的にもエポックの
切れ目を象徴する出来事が起きている。まず
オリジナル・ディキシーランド・ジャズバン
ドと称するグループのレコードが大ヒット
を飛ばし、ここで初めて「ジャズ」という言
葉が「公式に」用いられる。そして同じく 1917
年には、第一次大戦参戦のためパリにやって
きたニューヨーク・ハーレムの 黒人部隊に
よって、はじめてヨーロッパで「生」で演奏
され、当地の人々の間でセンセーションを巻
き起こしたのである。これらは一般に「ジャ
ズ・エイジ」と呼ばれる１９２０年代の大衆
文化の時代の幕開けを告げる出来事であっ
た。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は ①第一次大戦後という歴
史的文脈の中での戦間期ヨーロッパのジャ
ズ受容の文化背景 ②戦間期のヨーロッ
パ・モダニズムの作曲家たちのジャズ受容の
諸相 ③戦間期におけるヨーロッパの熱狂
的なジャズ受容が戦後のモダン・ジャズに与
えた影響 を明らかにする点にある。 
 
３．研究の方法 
ヨーロッパ諸都市の図書館における文献資
料の調査（特にドイツの音楽雑誌）およびヨ
ーロッパ・モダニズムの作曲家たちの伝記的
事実と音楽様式の分析を主たる研究方法と
した。 
 
４．研究成果 
  
 ヨーロッパにおけるジャズ受容の顕著な
出来事は、それが ―― 長い間（モダン・
ジャズの時代になってもなお）娯楽音楽とし
か思われていなかったアメリカ本国と違っ
て ―― 当初より「芸術」として受け入れ
られてきた点にある。『ラグタイム』や『兵
士の物語』においてジャズの様式を取り入れ
た曲を作ったストラヴィンスキーをはじめ
とし、ジャズに魅了された戦間期のヨーロッ
パのクラシック・モダニズム系の作曲家は枚
挙にいとまがない。時期的にこれは、政治上
は第一次大戦 によって、音楽史的には無調
や未来派のノイズ音楽によって、19 世紀的な
ヨーロッパ秩序が根底から揺さぶられ、いわ

ばヨーロッパが政治的にも文化的にも自信 
喪失状態にあった時代にあたっている。ラヴ
ェルも『ヴァイオリン・ソナタ』やピアノ協
奏曲ト長調や左手のためのピアノ協奏曲な
ど、ジャズ・バンドを模倣した作品を多く残
し、ドイツでもヒンデミットはピアノ曲『１
９２３年』をはじめとする初期作品でいわゆ
る「狂乱の２０年代」のシンボルとしてジャ
ズのイディオムを用いた。成立したばかりの
ソビエト連邦においても、まだ文化統制がゆ
るやかで前衛芸術が百花繚乱の様子を見せ
た１９２０年代初期において、例えばショス
タコーヴィッチは多くのジャズ風の曲を書
いている（ピアノとトランペットのための協
奏曲もジャズ・バンドを模倣した編成・様式
によっている）。ヒンデミットやショスタコ
ーヴィッチにおいてジャズは「大都会の狂乱
騒音」の象徴であったと考えられ、その意味
で同時期に大量に作られるいわゆる「大都会
映画」の並行現象であった。 
 第一次大戦後はヨーロッパの大都市の高
級ホテルのダンスホールのバンドが、すべて
ヨーロッパ風のものからアメリカ風のスタ
イルに切り替えられたといわれるが、とりわ
け多くの「ジャズ・ミュージシャン」を輩出
したのがチェコである（特にユダヤ人が多か
った）。戦間期のジャズ・スタイルによるヨ
ーロッパ・モダニズムの作曲家を代表するシ
ュールホフの作風は、こういう背景から生ま
れてきた。シュールホフにおいて注目すべき
は、彼が共産党員であった点である。１９２
０年代は伝統的な（そして従来のヨーロッ
パ・クラシック音楽の主要な担い手であっ
た）上流ブルジョワが没落していく時代、代
わって大衆が社会の主導権を握るようにな
る時代であり、この時代には特にドイツにお
いて、コンサートホール音楽（交響曲など）
がしばしば旧態依然たるブルジョワ文化の
遺物として批判されるようになるが（例えば
作曲家のアイスラーがいるが、彼も共産党員
であった）、この文脈におけるジャズは「ア
メリカ＝大衆文化」のシンボルとして、「ア
ンチ・ブルジョワ文化」の含意をもっていた
と思われる。すなわち当時はまだ「大衆音楽
ｖｓ前衛芸術音楽」という二分法は存在して
おらず、左翼系の思想をもつ芸術家たちにと
っては大衆音楽と前衛音楽が結びつくこと
により、従来のブルジョワ芸術音楽に対抗す
るという図式があったことが想像される。 
戦間期は（1913 年に初演された『春の祭典』
以来）「リズム」がモダニズム系の作曲家に
とっての大きな関心事となる時期であるが
（これはバルトークのようにジャズにほと
んど興味を示さなかった作曲家についても
当てはまる）、ジャズへの熱狂がこの文脈に
あったことも疑いない。1920 年代はまた全ヨ
ーロッパで黒人ダンサーのジョセフィン・ベ
ーカーが熱狂的な人気を博する時代でもあ
るが、ジャズ受容はこのフォービズム的な潮
流とも重なっている。その端的な例はミヨー



の『世界の創造』であり、ブラジルのジャン
グルを舞台にするこの音楽劇では当時のジ
ャズ・イディオムがふんだんに用いられてい
る。 
 戦間期のジャズ受容のもう一つのキーワ
ードが「遊戯 Spiel」ないし「運動 Bewegung」
である。戦間期のヨーロッパ・モダニズムが
「アンチ・ブルジョワ」であると同時に「ア
ンチ・ロマン派」であったとすると、それは
「表現」に対して激しい敵意を示した。ネ
オ・バロックや新古典主義もまた、音楽が情
緒表現となる 19 世紀ロマン派以前に立ち返
ろうとする動きだったといえる。こうやって
戦間期の多くの音楽は、情緒や形而上学表現
を排した純粋な音の「運動」ないし「Motorik」
ないし「遊戯」を探求するようになるが（例
えばストラヴィンスキー）、ヒンデミットの
ヴィオラ・ソナタや室内音楽第一番（とりわ
け終楽章）のように全編嵐のような機械的な
運動が展開されるだけの作品にもまた、ジャ
ズの影響を認めることが出来る。 
 従来のヨーロッパ芸術音楽と比べたとき
の音楽様式面でのジャズの際立った特徴の
一つが、ルバートを排除する点である。19 世
紀ロマン派音楽は例えばショパンに典型が
みられるよう、ルバートによる情緒表現を不
可欠の糧としていた。それに対してジャズは
正確に同じ周期で上下運動を続ける工場機
械のシリンダーのようなリズムを特徴とす
る。すなわち一般にジャズのリズムの特徴と
信じられているシンコペーション以上に、こ
のテンポの機械性がジャズを伝統的なクラ
シック音楽からリズム面で区別しているの
である。時代を問わずジャズミュージシャン
は、演奏の間ずっと足でテンポを刻み続けて
いるが、それはどれだけ複雑なリズムになっ
ても微動だに狂いがない。そしてまさにこの
リズム／テンポの刻み／非情緒性／機械性
こそが、同時代人に強くアピールした要素の
一つでもあった。それはつまり 1920 年代に
大流行する新即物主義の演奏様式と完全に
符合していたのである。 
 19 世紀ロマン派の流れを汲む演奏家は巧
みなルバートの使用を表現の生命としてい
た（フルトヴェングラーはその意味で「古い」
タイプの指揮者とみなされていた）。それに
対して戦間期の新しい演奏モデルを打ち立
てたトスカニーニの特徴は、早めのドライな
テンポ、とりわけ最初から終わりまでテンポ
が微動だにしないこと、完璧な合奏にあった。
例えばアドルノはトスカニーニの演奏様式
の中に、イタリア未来派の機械賛美との関係
を見ている。そしてまさにこの意味でジャズ
は、新即物主義の演奏様式と同じく、「機械
的な音楽」であった。従来の「有機的な音楽」
に対して「機械的な音楽」を対比させたのは
ドイツの音楽批評家パウル・ベッカーである
が、ジャズと新即物主義は完全な同時代現象
であり、機械的な音楽の範型であった。 
以上のように戦間期のヨーロッパにおいて

ジャズは、「大都会モダニズム」「大衆とのア
ンチ・ブルジョワ的共闘」「原始的活力」「遊
戯ないし運動」「機械性」などを象徴してい
たが、何よりまたアメリカという新たな世界
ヘゲモニーのシンボルであり、旧世界にとっ
て新世界から与えられた活力剤であると理
解されていた － このように考えること
によってのみ、戦間期のヨーロッパ・モダニ
ズム作曲家のジャズへの熱狂は理解できる。 
こうした 1920 年代の受容を素地として、
1930 年代に入るとフランスのジャンゴ・ライ
ンハルトのようなヨーロッパの「自前の」一
級のジャズ・ミュージシャンが生まれたり、
前述のようにチェコはユダヤ系の多くの音
楽家を輩出したり（当然ながら彼らの活動の
場はドイツ・オーストリアが中心であり、ナ
チスが政権をとって以来ジャズは公式には
禁じられていたが、しかし水面下ではドイツ
国民の多くがジャズに熱狂しており、政権も
これを完全に禁止することは出来なかった）、
ルイ・アームストロングやデューク・エリン
トンのヨーロッパ・ツアーが行われたりする
ようになる。そして第二次大戦がはじまると
アメリカ軍はジャズを「自由のシンボル」と
して、ラジオ放送などを通じて熱心にプロパ
ガンダに利用するようになった。慰問でヨー
ロッパを訪れているさなかに行方不明とな
ったグレン・ミラーもまた、そういう活動に
従事していた一人である。 
 このような戦前のジャズ受容の蓄積を背
景として、戦後になるととりわけパリはモダ
ン・ジャズのヨーロッパにおける拠点の一つ
となる。例えばマイルス・デイヴィスの創作
にパリ滞在は絶大な影響を及ぼし（ミシェ
ル・ルグランとの共作アルバムや有名な『死
刑台のエレベーター』の音楽など）、バド・
パウエルのようにパリに活動拠点を移す黒
人ミュージシャンも出てきた。デクスター・
ゴードンとケニー・ドリューが住んで、その
後のヨーロッパ・ジャズの中心を担う地元の
音楽家が多く生まれたストックホルムも重
要である。またチェコからはミロセヴィッ
チ・ヴィトウスのような革命的な音楽家が生
まれ、とりわけ 1970 年代のアメリカにおけ
るジャズ史に決定的な影響を与えた。戦争直
後のウィーンで進駐軍を通してジャズに触
れたジョー・ ザヴィヌルのように、アメリ
カに逆輸入されてアメリカにおけるジャズ
史に甚大な影響を与える人物も出てきた。 
さらに戦間期ヨーロッパにおいてジャズに
触れ、後にアメリカへ亡命して、当地で主と
してマネージメントの部分でジャズ史に絶
大な貢献をしたアルフレッド・ライオンのよ
うな人物も忘れてはならない。戦後ニューヨ
ークにおけるジャズ・クラブの経営者の多く
がまた、ライオンと同じくドイツからのユダ
ヤ系移民であったといわれる。すなわち
1950・60 年代のアメリカにおけるモダン・ジ
ャズの黄金時代は、ある意味で戦間期ドイツ
のいわゆるワイマール文化におけるジャズ



への熱狂が大陸を渡って戦後開花したもの
と見ることができるのである。 
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